
Ⅰ章　広告倫理と自主規制�

4.広告の自主規制とコンプライアンス�

■概要�
　企業不祥事が続発するなかで、ＣＳＲ（企業の社会的責任）経営が注目されている。ステークホルダー（顧客、取引先、株主、

従業員、地域社会などの利害関係者）の「信頼の確立」のために、企業のコミュニケーション活動が果たす役割は大きい。単な

る「法令」だけではなく、各業界や自社の「自主規制」をも含めたコンプライアンス「法令・自主規制の順守」がその鍵を握ってい

る。そして、コンプライアンス広告を実施していくためには、広告の自主規制の順守がそのポイントとなる。�

　広告の自主規制には３種類のタイプがある。第１に、広告の送り手（広告主、広告会社など）、第２に、広告を掲載、放送する会

社（新聞社、雑誌社、放送会社など）、第３に、広告の審査機関（日本広告審査機構、新聞広告審査協会）のそれぞれの自主規

制である。それらを順次、紹介し、最後に「広告のユニバーサルデザイン」について論述する。�
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